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研究成果の概要：近代日本の身装文化は、伝統的な和装文化と外来の洋装が拮抗し、現代の身

装文化に結びつく様々な問題を提起しているが、十分な研究およびデータベースが存在しなか

った。そこでつぎのふたつの条件①「ある時期（近代日本）、これこれの人々はどのような身装

によって生きていたか」という具体的イメージを、文字と画像によって時系列に表現する、②

近代日本の身装にかかわる文化変容のステップとなる重要テーマを同時に表現する、を設定し

て身装電子年表を作成した。 
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１．研究開始当初の背景 
 1984 年より、世界の衣服とその文化にかか
わるデータベース<服装・身装文化データベ
ース>を作成してきた。現在、国立民族学博
物館のウェブサイトより公開している。この
データベースを作成するにあたり、多くの文
献資料を収集・分析してきた。収集した資料
のなかには、近代日本における新聞のアーカ
イブズ資料が大量にあり、このアーカイブズ
資料を利用することによって、研究の欠落し
ている近代日本の身装-身体と装い-文化に
関する電子年表が作成できると考えた。 
 従来の冊子体の総合年表あるいは専門年
表の風俗･文化に関連する記述からは、その
時々の出来事や流行のいくつかの例は理解
できても、ある文化の基盤となる日常生活の
一般的様相を把握するのは難しい。加えて、
｢これが当時の人々の服装だ｣ではなく、これ
もそうだしあれもそうだ、というのが一般的
実相である。このような衣文化の態様を前提
として身装の年表を実現するには、必要に応
じて、ある事柄に関するテキストと画像を表
示できる電子年表の構築が最も適している
と考えたのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は次の通りである。 
(1)「ある時期（近代日本）、これこれの人々
は、どのような身装によって生きていたか」
という具体的なイメージを、文字と画像によ
って時系列に提供することである。 
(2)時系列に示された事柄と画像が語る文化
変容を確認し、現代の衣生活に至った過程を
明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 本年表は、つぎの課題を明らかにすること
により、インターネット上での公開を実現し
た。 
(1)年表の枠組みの設定、(2)事柄に関する文
字資料の収集・分析、(3)文化変容にかかわ
る重要テーマの抽出、(4)画像の収集・分析
(5)システムの構築 の 5点である。 
 
(1)年表の枠組みの設定 
 一般の総合年表における風俗の事柄に関す
る記述の不備な点、すなわち時間の性質の異
なる事柄を区別せずに記述することから起こ
る混乱を回避するために、本電子年表では、 
事柄を次の3つの欄－<事件>、<現況>、<回顧>
に区分して記述することを前提とする。 
①<事件>－普通の意味での年表であり、特定
のある日時に起こった事件を正確な時系列で
記述する。 
②<現況>－事件のように事の始まりと終わり
がはっきりしない事柄を記述する。その記録

の時点における、身装の実体を具体的に知る
ための手がかりを文字と画像によって提供す
る。その時代に生きる人々の具体的なイメー
ジを提供するとともに、その時代の身装の基
底的、かつ総合的な情報も提供する。 
③<回顧>－正確な時系列の枠（暦年枠）には
入れにくい文字情報を主題別、たとえば「身
体感・体型」、「着装」などの主題別にそっ
て、おおまかな時代順で提示する。この主題
は文化変容にかかわる重要テーマに含まれる
ものである。 
(2)事柄の収集・分析 
 採用する事柄を、同時代資料より選定する。
平成 17 年度までにすでに選定されていた 65
主題にそってデータを抽出する。 
採録の対象となった資料は、同時代資料に限
定し、主な資料は次の新聞と雑誌である。『東
京日々新聞』、『曙新聞』、『郵便報知新聞』、『毎
日新聞』、『朝日新聞』、『読売新聞』、『平仮名
絵入り新聞』、『国民新聞』、『都新聞』、『やま
と新聞』、『女学雑誌』、『以良都女』、『風俗画
報』、『家庭雑誌』、『都の花』、『新小説』およ
び各種百貨店カタログ等。すべての事柄は、
出典を明らかにしている。さらに、電子年表
においては、より詳しい事柄をウインドウズ
を開けることにより閲覧できる。 
(3)文化変容にかかわる重要テーマの抽出 
 資料を収集・分析しながら、あるいは参考
とした同時代図書資料より、文化変容にかか
わる 33 テーマを抽出した。これらのテーマ
は、「身装」の概念に合致しており、身体と
装いのみならず、これらをとりまく情景・環
境に関するテーマ、たとえば「道路・街」、「照
明」なども含んでいる。また、本年表におい
ては、このテーマを検索キーとしての検索機
能を備えている。 
(4)画像の収集・分析 
 画像は、<現況>に関連した画像を、原則と
して同時代資料より採録した。収集の基準と
した主題は、「景観」、「未婚女性」、「既婚女
性」、「男性」、「子ども」、「美しい人」であり、 
風俗的標準と考えられる事例を年ごとに選
択した。とくに写真資料の絶対量が少ない
1900 年以前については、新聞・雑誌の現代物
連載小説の挿絵が風俗画像資料として貴重
であることを検証し、採録の対象とした。 
(5)システムの構築 
 システムの機能としては、つぎの要件を満
たしている。 
①タイトル、年、キーワード、内容の全文検
索が可能。 
②年表のスクロールとズーム、および画像の
ズームが可能。 
③画像中の一部のアノテーションの表示が
可能。 
④ほかのデータベース、作成予定の身装画像



 

 

データベースへのリンクが可能。 
 システムは、堀内カラーの iPallet/Kumu
を採用した。このシステムは、コンピュータ
の専門家でなくてもデータベースの構築か
ら発信までを簡単に実現することができる。
WindowsXP, Vista, MacOSX を OS としたパソ
コン上にて、IE7 及び Mozilla Firefox3 で閲
覧可能のシステムである。 
 
４．研究成果 
(1)単行本 
 平成 19 年に単行本「年表 近代日本の身
装文化」（三元社 551p. 索引 xxxiiip.）を
刊行した。本書は、1868 年（明治元年）～1945
年（昭和 20年）までを対象として、<事件>、
<現況>、<回顧>および現況の画像によって構
成されている。 
 
(2)電子年表 
 単行本と並行して構築していたシステムは、
上記で示した機能を整え、すでに公開されて
いる＜服装・身装文化データベース＞
（http://www.minpaku.ac.jp）の一部として
公開予定である。本電子年表では、上記の単
行本より文字情報は約 1.3倍に増加している。  
 なお、画面の面積の関係から<回顧>に関す
るデータは掲載していない。今後、リンク機
能などを利用しての掲載方法を考えたい。現
在の文字データは約 13,000 件、画像は、約
400 枚である。 
 本電子年表の公開により、人文・社会科学
領域での幅広い研究・教育の資料としての利
用が期待されるばかりでなく、文学、演劇、
映画などのシーン作りへの実用的貢献が期
待できる。 
 以下、1873 年（明治 5 年）の例を用いて、
本年表の構造等を示す。 
 
①画面の構成 
            [検索ボックス] 
                                  ↓ 

 

↑    ↑   ↑    ↑   

[年代表示] [現況] [現況画像]  [事件] を表示   

②より詳しい事柄の表示例 

 
 
③画像の表示例 

 
 
④画像の一部へのアノテーション付与機能 
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